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博
士
論
文
要
旨

論
文
題
名
『
平
家
物
語
』
芸
能
説
話
研
究

由
井

恭
子

本
論
文
は
、
「
『
平
家
物
語
』
芸
能
説
話
研
究
」
と
題
し
、
序
章
、
第
Ⅰ
部
か
ら
第
Ⅲ
部
、
結
章
、
二

十
三
章
五
節
か
ら
な
る
考
察
で
あ
る
。
目
次
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

序
章

『
平
家
物
語
』
芸
能
説
話
の
研
究
対
象
と
研
究
史

一

『
平
家
物
語
』
研
究
の
現
在

二

『
平
家
物
語
』
芸
能
説
話
研
究
の
現
在

第
Ⅰ
部

『
平
家
物
語
』
芸
能
説
話

―
後
白
河
院
と
そ
の
周
辺
―

第
一
章

後
白
河
院
周
辺
の
芸
能

第
二
章

寵
妃
建
春
門
院
の
「
宣
旨
を
反
す
舞
」

第
三
章

以
仁
王
と
笛

第
四
章

高
倉
院
と
芸
能

第
五
章

後
高
倉
院
と
そ
の
周
辺

第
六
章

鬼
界
島
の
熊
野
詣

第
七
章

「
長
門
本
」
藤
原
成
経
像
小
考

―
万
秋
楽
の
秘
曲
を
手
が
か
り
と
し
て
―

第
Ⅱ
部

平
家
ゆ
か
り
の
人
々
の
芸
能

第
一
章

平
家
の
人
々
の
芸
能
活
動

第
二
章

平
経
盛
と
笛
の
秘
曲

第
三
章

平
経
正

第
一
節

経
正
と
青
山
の
琵
琶
説
話
考

第
二
節

『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
青
山
の
琵
琶
説
話

第
三
節

経
正
竹
生
島
詣
考

第
四
章

平
重
衡
と
千
手
前

第
一
節

重
衡
と
千
手
前

―
酒
宴
に
お
け
る
芸
能
場
面
―

第
二
節

千
手
前
に
つ
い
て

―
管
絃
講
と
の
関
わ
り
か
ら
―

第
Ⅲ
部

『
平
家
物
語
』
に
描
か
れ
る
芸
能

第
一
章

興
福
寺
常
楽
会

第
二
章

興
福
寺
常
楽
会
考

―
楽
書
『
體
源
鈔
』
を
中
心
に
―

第
三
章

『
平
家
物
語
』
に
描
か
れ
た
名
楽
器

―
玄
上
・
鈴
鹿
を
中
心
に
―

第
四
章

万
秋
楽
の
秘
曲

―
弥
勒
信
仰
と
の
関
わ
り
か
ら
―

第
五
章

『
體
源
鈔
』
に
お
け
る
万
秋
楽

―
豊
原
統
秋
の
法
華
信
仰
と
の
関
わ
り
か
ら
―

結
章

一

『
平
家
物
語
』
芸
能
説
話
生
成
の
手
法

二

『
平
家
物
語
』
芸
能
説
話
に
お
け
る
虚
構
の
意
図
と
編
者
像

三

『
平
家
物
語
』
諸
本
比
較
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
テ
キ
ス
ト
の
特
徴

四

明
ら
か
に
な
っ
た
歴
史
的
事
実

五

仏
教
と
芸
能
の
関
係
が
『
平
家
物
語
』
に
与
え
る
影
響
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序
章
で
は
、
研
究
史
を
振
り
返
り
、
研
究
成
果
の
到
達
点
を
確
認
し
た
。

第
Ⅰ
部
「
『
平
家
物
語
』
芸
能
説
話
―
後
白
河
院
と
そ
の
周
辺
―
」
で
は
、
『
平
家
物
語
』
芸
能
説
話

の
な
か
で
、
後
白
河
院
に
関
連
す
る
人
物
の
説
話
を
中
心
に
考
察
し
た
。
第
一
章
で
は
、
後
白
河
院
が

催
し
た
管
絃
場
面
を
と
り
あ
げ
た
。
こ
こ
で
は
、
妙
音
院
師
長
や
源
資
賢
な
ど
が
演
奏
者
と
し
て
登
場

し
、
史
実
と
重
な
る
箇
所
と
、
花
山
院
公
高
の
よ
う
に
未
詳
の
人
物
が
登
場
し
、
虚
構
と
考
え
ら
れ
る

箇
所
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
既
存
の
説
話
の
型
を
改
変
し
、
『
平
家
物
語
』
の
な
か
に
取
り
込

ん
だ
と
考
察
し
た
。
第
二
章
で
は
、
「
延
慶
本
」
に
残
さ
れ
る
、
建
春
門
院
と
秘
曲
胡
飲
酒
の
舞
に
つ
い

て
の
説
話
を
考
察
し
た
。
ま
ず
、
胡
飲
酒
は
、
多
氏
と
源
氏
に
の
み
伝
承
さ
れ
る
秘
曲
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
た
。
ま
た
、
胡
飲
酒
を
伝
承
し
て
い
た
多
氏
が
殺
害
さ
れ
、
伝
承
が
断
絶
し
て
し
ま
う
事
件
が

起
き
、
後
に
堀
河
院
か
ら
の
委
託
を
受
け
、
源
雅
実
か
ら
多
忠
方
に
伝
授
が
許
さ
れ
、
再
び
多
氏
が
伝

承
す
る
こ
と
と
な
っ
た
歴
史
を
確
認
し
た
。
本
説
話
に
、
建
春
門
院
が
登
場
す
る
の
は
、
権
力
者
が
芸

能
を
掌
握
し
て
い
た
史
実
と
関
連
が
あ
る
と
考
察
し
た
。
第
三
章
で
は
、
以
仁
王
と
笛
に
ま
つ
わ
る
説

話
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
「
延
慶
本
」
で
は
、
以
仁
王
が
鳥
羽
院
伝
来
の
笛
を
相
承
し
て
い
る
と
の
記
述

が
残
る
。
笛
は
当
時
天
皇
が
学
ぶ
べ
き
学
問
の
一
つ
で
あ
り
、
特
に
堀
河
天
皇
、
鳥
羽
天
皇
は
笛
を
愛

し
て
い
た
。
「
延
慶
本
」
編
者
は
、
以
仁
王
が
鳥
羽
天
皇
の
直
系
の
皇
子
で
あ
り
、
王
位
に
継
ぐ
に
値
す

る
人
物
で
あ
る
こ
と
を
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
訴
え
て
い
る
。
本
場
面
で
は
、
以
仁
王
の
正
当
性
を
訴
え

る
た
め
に
、
そ
の
象
徴
的
楽
器
と
し
て
笛
が
選
ば
れ
、
名
器
、
蝉
折
と
と
も
に
以
仁
王
を
登
場
さ
せ
た

と
考
察
し
た
。
第
四
章
で
は
、
高
倉
院
と
芸
能
者
に
関
す
る
説
話
を
と
り
あ
げ
た
。
本
説
話
は
「
延
慶

本
」
「
長
門
本
」
は
『
今
鏡
』
の
記
述
と
近
く
、
「
盛
衰
記
」
は
『
発
心
集
』
『
続
教
訓
抄
』
に
近
い
記
述

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「
延
慶
本
」
が
『
今
鏡
』
の
説
話
を
も
と
に
物
語
の

な
か
に
取
り
込
み
、
「
盛
衰
記
」
が
『
発
心
集
』
『
続
教
訓
抄
』
を
参
照
し
、
説
話
を
さ
ら
に
書
き
か
え

た
と
考
察
し
た
。
第
五
章
で
は
、
後
高
倉
院
の
音
楽
に
関
す
る
事
績
を
明
ら
か
に
し
た
。
後
高
倉
院
は
、

平
知
盛
夫
婦
に
よ
り
養
育
さ
れ
、
平
家
と
壇
ノ
浦
ま
で
行
動
を
共
に
し
た
。
承
久
の
乱
の
勃
発
に
よ
り
、

子
息
が
後
堀
河
天
皇
と
し
て
即
位
す
る
い
う
数
奇
な
運
命
を
た
ど
っ
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
後
高
倉
院

が
、
藤
原
実
宗
に
よ
り
、
琵
琶
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
、
「
管
絃
御
伝
授
記
」
に
よ
り
、
明

ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
『
文
机
談
』
に
よ
る
と
、
後
高
倉
院
は
、
実
宗
亡
き
後
、
孝
道
に
琵
琶
を
習
い
、

さ
ら
に
、
そ
の
娘
達
を
扶
持
し
、
孝
時
に
琵
琶
を
伝
え
て
い
る
。
後
高
倉
院
と
琵
琶
西
流
の
人
々
の
交

流
の
様
子
が
確
認
で
き
た
。
さ
ら
に
、
後
高
倉
院
自
身
が
琵
琶
の
譜
を
蒐
集
し
、
注
を
施
し
て
い
る
場

面
も
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
後
高
倉
院
の
持
明
院
殿
で
の
琵
琶
を
中
心
と
す
る
音
楽
活
動
に
つ
い

て
明
ら
か
に
し
た
。
第
六
章
で
は
、
鹿
ヶ
谷
事
件
に
よ
り
鬼
界
島
に
流
罪
と
な
っ
た
平
康
頼
と
藤
原
成

経
の
熊
野
詣
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
「
延
慶
本
」
は
、
康
頼
に
関
す
る
芸
能
説
話
を
載
せ
、
阿
弥
陀
信
仰

を
中
心
に
描
き
、「
長
門
本
」
は
成
経
に
関
す
る
芸
能
説
話
を
載
せ
、
観
音
信
仰
を
描
き
、「
屋
代
本
」「
覚

一
本
」
で
は
、
千
手
観
音
信
仰
を
色
濃
く
描
き
、
厳
島
信
仰
に
も
触
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

さ
ら
に
、
院
政
期
に
お
け
る
熊
野
詣
の
実
態
や
、
同
体
信
仰
、
後
白
河
院
の
千
手
観
音
信
仰
に
つ
い
て

も
確
認
し
た
。『
平
家
物
語
』
が
編
纂
さ
れ
た
時
代
は
、
熊
野
三
所
の
本
地
で
も
あ
る
、
阿
弥
陀
と
薬
師
、

阿
弥
陀
と
観
音
の
同
体
信
仰
が
盛
ん
に
な
っ
て
く
る
時
期
と
重
な
る
が
、
本
説
話
に
同
体
信
仰
は
見
ら

れ
な
い
。
一
方
、
熊
野
三
所
は
そ
れ
ぞ
れ
の
信
仰
の
担
い
手
を
持
ち
、
お
互
い
に
対
立
関
係
に
あ
る
な

ど
、
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
安
徳
天
皇
入
水
場
面
に
同
体
信
仰
と
考
え
ら
れ
る
記
述
が
残
さ
れ
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て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
『
平
家
物
語
』
編
者
は
、
同
体
信
仰
に
関
す
る
知
識
は
持
っ
て
い
た
が
、
本
説
話

に
関
し
て
は
、
熊
野
三
山
に
目
を
向
け
、
説
話
を
構
成
し
た
と
考
察
し
た
。
特
に
、
語
り
本
系
テ
キ
ス

ト
に
は
千
手
観
音
信
仰
が
色
濃
く
描
か
れ
て
お
り
、
後
白
河
院
の
今
様
弟
子
と
し
て
の
康
頼
の
印
象
が

強
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
厳
島
信
仰
や
竜
神
信
仰
も
描
か
れ
、
康
頼
と
息
子
栄
尊
の
水
に
ま
つ

わ
る
伝
承
と
関
連
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
察
し
た
。
第
七
章
で
は
、
藤
原
成
経
が
「
長
門
本
」
で

笛
の
名
手
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
そ
の
芸
能
関
係
の
事
績
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。
父
成

親
は
、
当
時
を
代
表
す
る
音
楽
の
名
手
師
長
な
ど
と
と
も
に
、
笛
を
演
奏
し
て
い
る
記
録
が
『
玉
葉
』

に
残
さ
れ
て
お
り
、
笛
の
上
手
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
成
経
の
女
兄
弟
で
あ
る
女
性
は
、

妙
音
院
師
長
の
室
で
あ
り
、
箏
を
よ
く
し
た
こ
と
が
、
『
秦
箏
相
承
系
図
』
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
。

成
経
自
身
も
後
白
河
院
の
安
元
御
賀
で
舞
を
披
露
し
、
そ
れ
が
『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
に
「
光
源

氏
の
例
も
思
ひ
出
で
ら
る
る
」
と
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
成
経
は
、

父
や
兄
弟
な
ど
芸
能
に
秀
で
た
者
に
囲
ま
れ
て
い
る
環
境
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
特
に
父

成
親
が
笛
の
名
手
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
「
長
門
本
」
編
者
が
取
り
入
れ
た
可
能
性
が
高
い
と

考
察
し
た
。

第
Ⅱ
部
「
平
家
ゆ
か
り
の
人
々
の
芸
能
」
で
は
、
平
家
に
関
連
す
る
人
物
の
説
話
を
中
心
に
考
察
し

た
。
第
一
章
で
は
、
武
家
で
あ
る
平
家
が
貴
族
化
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
清
盛
ら
が
芸
能
を
取
り

入
れ
て
い
く
様
子
を
確
認
し
た
。
『
伊
都
岐
嶋
千
僧
供
養
日
記
』
に
は
、
清
盛
が
、
楽
人
に
依
頼
し
、
厳

島
内
侍
に
そ
の
芸
を
教
え
さ
せ
る
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
厳
島
内
侍
の
芸
能

の
質
が
高
か
っ
た
こ
と
は
、
『
高
倉
院
厳
島
御
幸
記
』
や
『
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
』
に
も
残
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
「
長
門
本
」
「
盛
衰
記
」
に
は
、
清
盛
が
楽
の
名
人
を
集
め
、
代
々
の
宝
物
楽
器
を
弾
か
せ
た
説

話
が
残
さ
れ
、
『
義
経
記
』
に
は
、
清
盛
の
楽
器
に
ま
つ
わ
る
伝
承
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
、
清
盛
が
楽
器
の
名
器
を
譲
り
受
け
、
蒐
集
し
て
い
た
と
人
々
か
ら
認
識
さ
れ
て
い
た
、
あ
る
い

は
そ
の
可
能
性
が
あ
る
人
物
と
し
て
物
語
編
者
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
考
察
し
た
。
さ
ら
に
、
重
盛
の

子
息
維
盛
は
、
笛
、
付
歌
、
舞
に
優
れ
、
資
盛
は
箏
を
修
得
し
、
『
箏
相
承
系
図
』
に
師
長
の
弟
子
と
し

て
記
載
さ
れ
、
そ
の
様
子
は
武
人
と
い
う
よ
り
雅
な
貴
公
子
の
よ
う
に
、
芸
能
の
素
養
も
身
に
つ
け
て

い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
二
章
で
は
、
「
延
慶
本
」
に
残
る
、
経
盛
の
笛
の
秘
曲
説
話
を
と
り
あ

げ
た
。
経
盛
が
笛
の
秘
曲
を
伝
授
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
後
白
河
院
に
よ
る
堀
河
院
の
報
恩
講
供
養
、

経
盛
都
落
ち
に
際
し
て
の
弟
子
へ
の
秘
曲
伝
授
な
ど
は
、
他
の
資
料
の
確
認
は
と
れ
ず
、
物
語
編
者
に

よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
、
演
奏
曲
、
伝
授
曲
に
つ
い
て
は
、
秘
曲
と
し

て
大
切
に
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
説
話
自
体
に
、
虚
構
部
分
を
含
み
な

が
ら
も
、
曲
目
が
秘
曲
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
臨
場
感
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
察
し
た
。

第
三
章
で
は
、
経
正
の
青
山
の
琵
琶
説
話
と
、
竹
生
島
詣
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
第
一
節
で
は
、
青
山

の
琵
琶
説
話
の
出
典
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
説
話
は
、
『
十
訓
抄
』
『
文
机
談
』
な
ど
類
話
が
多
く
見

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
「
延
慶
本
」
が
『
宝
物
集
』
を
引
用
す
る
際
に
、
あ
る
部
分
を
そ
の
ま
ま
抜
き
出

す
の
で
は
な
く
、
そ
の
前
後
に
あ
る
説
話
も
「
延
慶
本
」
の
な
か
に
取
り
込
み
、
改
変
し
て
い
く
特
徴

が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
れ
ら
の
特
徴
を
踏
ま
え
、
本
説
話
を
見
る
と
、
『
古
事
談
』
の
本
説
話
前

後
に
は
、
「
延
慶
本
」
と
の
類
似
説
話
が
多
く
配
列
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
説
話
の
出
典
は
『
古
事
談
』

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
二
節
で
は
、
青
山
の
琵
琶
説
話
の
諸
本
を
比
較
し
、

「
延
慶
本
」
「
長
門
本
」
「
盛
衰
記
」
の
配
列
順
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
「
盛
衰
記
」
の
増
補
記
事
が
「
覚
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一
本
」
と
同
内
容
の
も
の
も
あ
る
と
い
う
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
三
節
で
は
、
経
正
の
竹
生
島
詣

に
つ
い
て
考
察
し
た
。
現
在
、
本
説
話
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
テ
キ
ス
ト
は
、
「
覚
一
本
」
「
屋
代

本
」
「
盛
衰
記
」
「
南
都
本
」
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
室
町
時
代
以
降
に
増
補
さ
れ
完
成
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
一
方
、
室
町
時
代
以
前
の
竹
生
島
は
、
歴
史
記
録
も
少
な
く
、
文
学
作
品
に
登
場
す
る
機
会
も

少
な
か
っ
た
が
、
室
町
時
代
に
な
る
と
、
足
利
将
軍
家
か
ら
信
仰
を
得
る
こ
と
と
な
り
、
社
会
的
に
も

竹
生
島
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
時
期
に
、
『
竹
生
島
縁
起
』
の
増
補
改
訂
や
、
書
写
が
ふ

た
た
び
行
わ
れ
始
め
、
ま
た
、
比
叡
山
で
も
竹
生
島
へ
の
注
目
が
高
ま
り
、
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
な
ど
の
記

録
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
か
ら
、
物
語
編
者
が
、
竹
生
島
に
つ

い
て
の
記
述
を
物
語
の
な
か
に
取
り
込
も
う
と
し
、
琵
琶
や
芸
能
の
主
人
公
と
し
て
経
正
が
選
ば
れ
た

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
四
章
で
は
、
南
都
焼
き
討
ち
と
い
う
重
罪
を
背
負
っ
た
重

衡
と
、
千
手
前
の
芸
能
場
面
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
第
一
節
で
は
、
重
衡
と
千
手
前
の
酒
宴
場
面
を
取

り
上
げ
た
。
こ
こ
で
は
、
「
五
常
楽
」
「
皇
麞
」
「
廻
骨
」
の
曲
が
演
奏
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
れ

ら
の
曲
目
は
、
『
極
楽
聲
歌
』
『
楽
邦
歌
詠
』
『
順
次
往
生
講
式
』
に
も
掲
載
さ
れ
、
そ
の
歌
詞
も
残
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
関
係
に
つ
い
て
、
当
時
都
で
流
行
し
た
『
極
楽
聲
歌
』
の
よ
う
な
も
の(

必
ず
し
も

文
字
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
は
か
ぎ
ら
な
い)

を
、
真
源
が
『
順
次
往
生
講
式
』
の
な
か
に
取
り
入
れ
て
、

そ
の
後
『
楽
邦
歌
詠
』
の
よ
う
な
講
式
練
習
用
の
抄
出
本
が
出
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
察
し
た
。

ま
た
、
本
場
面
に
は
、
重
衡
の
極
楽
往
生
を
願
う
、
今
様
や
朗
詠
も
配
列
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
『
順

次
往
生
講
式
』
の
思
想
と
重
な
っ
て
い
る
と
い
え
、
本
講
式
は
、
説
話
構
成
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
二
節
で
は
、
重
衡
と
千
手
前
の
芸
能
と
管
絃
講
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し

た
。
第
一
節
で
も
述
べ
た
と
お
り
『
平
家
物
語
』
の
重
衡
と
千
手
前
の
芸
能
場
面
は
、
重
衡
の
極
楽
往

生
を
願
う
歌
詞
の
付
い
た
朗
詠
・
今
様
そ
し
て
『
順
次
往
生
講
式
』
所
収
歌
の
琴
と
琵
琶
の
演
奏
で
彩

ら
れ
、
仏
教
色
豊
か
な
構
成
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
『
平
家
物
語
』
が
生
成
さ
れ
て
く
る
時
代
に
は
、
管

絃
を
伴
う
「
往
生
講
」
が
催
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
、
そ
れ
ら
の
社
会
的
背
景
か
ら
、
本
場
面
は
、

仏
敵
と
な
っ
た
重
衡
の
極
楽
往
生
を
願
う
「
管
絃
講
」
を
描
い
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

第
Ⅲ
部
「
『
平
家
物
語
』
に
描
か
れ
る
芸
能
」
で
は
、
Ⅰ
部
Ⅱ
部
で
は
扱
え
な
か
っ
た
、
楽
器
や
仏
教

行
事
、
弥
勒
信
仰
に
関
す
る
音
楽
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
考
察
を
加
え
た
。
第
一
章
で
は
、
興
福
寺
常

楽
会
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
「
延
慶
本
」
で
は
、
治
承
五(

一
一
八
一)

年
三
月
に
、
興
福
寺
で
「
恒
例
ノ

三
会
」
が
行
わ
れ
、
そ
れ
が
、
「
十
四
日
舎
利
会
、
十
五
日
涅
槃
会
、
十
六
日
常
楽
会
」
で
あ
る
と
記
述

さ
れ
て
い
る
。
三
会
と
い
え
ば
、
興
福
寺
の
維
摩
会
、
正
月
の
御
斉
会
、
三
月
の
薬
師
寺
最
勝
会
を
指

す
の
が
一
般
的
で
あ
る
た
め
、
従
来
こ
の
記
述
は
史
実
と
異
な
る
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
『
興
福
寺

年
中
行
事
』
『
諸
寺
縁
起
集
』
『
教
訓
抄
』
に
見
ら
れ
る
、
常
楽
会
に
関
す
る
記
述
を
精
査
し
、
興
福
寺

常
楽
会
が
二
月
十
五
日
を
中
心
に
、
複
数
の
日
程
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
ら
の
法
会

は
、
常
楽
会
後
夜
や
、
法
花
会
、
舎
利
会
な
ど
と
呼
ば
れ
、
表
記
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
「
延
慶
本
」
の
「
十
四
日
舎
利
会
、
十
五
日
涅
槃
会
、
十
六
日
常
楽
会
」
の
記
述
は
、
誤
り

と
は
言
い
切
れ
ず
、
史
実
に
近
い
部
分
も
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
二
章
で
は
、
楽
書
『
體
源

鈔
』
に
見
ら
れ
る
、
興
福
寺
常
楽
会
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
興
福
寺
常
楽
会
は
、
大
法
会
で
あ
っ
た
が
、

歴
史
資
料
が
少
な
く
、
そ
の
実
態
は
不
明
な
部
分
も
多
い
。
し
か
し
、
楽
人
で
あ
る
豊
原
統
秋
に
よ
っ

て
編
纂
さ
れ
た
『
體
源
鈔
』
に
は
、
仁
平
三(

一
一
五
三)

年
か
ら
応
永
元(

一
三
九
四)

年
ま
で
の
、
二

四
一
年
に
わ
た
る
常
楽
会
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
『
體
源
鈔
』
の
成
立
は
、
長
正
九(

一
五
一
二)

年
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で
あ
る
が
、
一
四
〇
〇
年
代
以
降
の
常
楽
会
の
記
録
が
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
常
楽
会
が
一
四
〇
〇
年
代

に
は
衰
退
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
常
楽
会
で
還
城
楽
、
納
蘇
利
、
荒
序
、
万
秋
楽

な
ど
が
演
奏
さ
れ
た
こ
と
や
、
猿
笛
と
い
う
楽
器
を
使
用
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
蛮
絵
装
束
を
用
い
る

な
ど
具
体
的
様
子
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
第
三
章
で
は
、
『
平
家
物
語
』
に
描
か
れ
た
名
楽

器
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
た
と
え
ば
、
「
延
慶
本
」
は
、
瑟
の
名
器
と
し
て
「
秋
風
・
螺
鈿
」
を
あ
げ
て

い
る
が
、
『
愚
聞
記
』
や
『
絲
竹
口
伝
』
に
は
、
箏
の
名
物
と
し
て
、
「
秋
風
・
大
螺
鈿
・
小
螺
鈿
」
が

あ
げ
ら
れ
、「
延
慶
本
」
の
誤
り
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
長
門
本
」「
盛
衰
記
」
は
、「
延
慶
本
」

の
誤
り
を
避
け
、
改
変
し
た
記
述
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
四
章
で
は
、
弥
勒
信
仰

と
関
わ
り
の
深
い
万
秋
楽
の
秘
曲
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
ま
ず
、
日
本
で
の
弥
勒
信
仰
は
、
飛
鳥
時
代

か
ら
見
ら
れ
、
中
世
に
な
る
と
貞
慶
に
よ
り
、
弥
勒
信
仰
が
確
立
さ
れ
、
長
期
間
に
わ
た
り
、
続
い
て
い

た
こ
と
を
確
認
し
た
。
一
方
、
『
教
訓
抄
』
や
『
體
源
鈔
』
に
よ
り
、
万
秋
楽
は
弥
勒
菩
薩
の
都
率
天
で

奏
で
ら
れ
た
曲
と
し
て
、
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
『
琵
琶
秘
曲
伝
受
記
』
や

『
秘
曲
伝
受
月
々
例
』
な
ど
の
記
録
に
よ
り
、
万
秋
楽
は
、
琵
琶
や
笛
の
秘
曲
と
し
て
も
扱
わ
れ
、
秘

曲
伝
授
の
儀
式
の
対
象
曲
で
あ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。
第
五
章
で
は
、
『
體
源
鈔
』
に
お
け
る
豊

原
統
秋
の
信
仰
に
つ
い
て
、
付
記
を
中
心
に
考
察
し
た
。『
法
華
経
』
普
賢
菩
薩
勧
発
品
の
、『
法
華
経
』

受
持
者
が
都
率
天
に
往
生
す
る
記
述
や
、
『
御
義
口
伝
』
の
、
弥
勒
菩
薩
を
法
華
の
行
者
と
す
る
記
述
か

ら
、
弥
勒
菩
薩
が
日
蓮
宗
に
お
い
て
大
切
に
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
、
統
秋
は
、
『
法

華
経
』
妙
音
菩
薩
品
に
描
か
れ
る
、
楽
道
を
尊
ぶ
べ
き
で
あ
る
思
想
を
大
切
に
し
、
日
蓮
宗
信
者
と
し

て
、
楽
人
と
し
て
、
心
の
支
え
に
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
こ
と
を
確
認
し
た
。『
體
源
鈔
』
に
は
、

豊
原
統
秋
の
楽
人
と
し
て
の
意
識
だ
け
で
は
な
く
、
日
蓮
宗
信
者
と
し
て
の
信
仰
の
様
子
が
う
か
が
え

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。


